
ファブリックの概要

CiscoMDS9000ファミリNX-OSコマンドラインインターフェイス（CLI）では、VSAN、SAN
デバイスの仮想化、動的 VSAN、ゾーン、Distributed Device Alias Service、ファイバチャネル
ルーティングサービスおよびプロトコル、FLOGI、ネームサーバー、FDMI、RSCNデータ
ベース、SCSIターゲット、FICON、その他の高度な機能などの機能を設定および管理できま
す。

この章では、これらの機能のいくつかについて、次の内容を説明します。

•仮想 SAN, on page 1
•ダイナミックポート VLANメンバーシップ, on page 2
• SANデバイス仮想化, on page 2
•ゾーン分割, on page 2
•分散デバイスエイリアスサービス, on page 3
•ファイバチャネルルーティングサービスおよびプロトコル, on page 4
•マルチプロトコルサポート, on page 4

仮想 SAN
仮想 SAN（VSAN）テクノロジーは、単一の物理 SANを複数の VSANに分割します。VSAN
機能を使用すると、Cisco NX-OSソフトウェアで、大規模な物理ファブリックを個々の分離さ
れた環境に論理的に分割して、ファイバチャネル SANのスケーラビリティ、アベイラビリ
ティ、管理性、およびネットワークセキュリティを高めることができます。FICONの場合、
VSANにより、FICONおよびオープンシステムのハードウェアベースの分離が容易になりま
す。

それぞれのVSANは、独自の一連のファイバチャネルファブリックサービスを持つ論理的お
よび機能的に別個の SANです。ファブリックサービスのこの分割は、個々のVSAN内にファ
ブリック設定およびエラー条件を含めることにより、ネットワークの不安定さを大幅に軽減し

ます。VSANが実現する厳密なトラフィック分離は、特定の VSANの制御およびデータトラ
フィックを VSAN独自のドメイン内に限定することにより、SANセキュリティを高めるため
に役立ちます。VSANは、アベイラビリティを低下させることなく、分離された SANアイラ
ンドを共通のインフラストラクチャに容易に統合できるようにすることで、コスト削減に貢献

します。
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ユーザーは、特定の VSANの範囲内に限定される管理者ロールを作成できます。たとえば、
ネットワーク管理者ロールは、すべてのプラットフォーム固有の機能を設定できるように設定

できます。一方、その他のロールは、特定のVSAN内だけで設定および管理を行えるように設
定できます。この手法は、スイッチポートまたは接続されたデバイスのWWN（World Wide
Name）に基づいてメンバーシップを割り当てることができる、特定のVSANに対するユーザー
操作の効果を分離することにより、SANの管理性を高め、人為的エラーを原因とする中断を減
らします。

VSANは、離れた場所にあるデバイスを含めるためにVSANを拡張する、SAN間の FCIPリン
ク全体にわたりサポートされます。Cisco MDS 9000ファミリスイッチは、VSANのトランキ
ングも実装します。トランキングでは、ISL（スイッチ間リンク）によって、同じ物理リンク
上で複数の VSANのトラフィックを伝送できます。

ダイナミックポート VLANメンバーシップ
スイッチのポート VSANメンバーシップは、ポート単位で割り当てられます。デフォルトで
は、各ポートはデフォルト VSANに属します。VSANをデバイスWWNに基づいて割り当て
ることにより、VSANメンバーシップをポートに動的に割り当てることができます。この方法
は Dynamic Port VSAN Membership（DPVM）機能といいます。DPVMにより、柔軟性が高ま
り、ホストまたはストレージデバイスの接続が 2つの Cisco MDSスイッチ間またはスイッチ
内の 2つのポート間で移動される場合に、ファブリックトポロジを維持するためにポート
VSANメンバーシップを再設定する必要がなくなります。DPVMではデバイスが接続されてい
るか、移動されているかに関係なく、設定済みの VSANを保持します。

SANデバイス仮想化
Cisco SANデバイス仮想化（SDV）では、物理エンドデバイスを表す仮想デバイスを SAN設
定のために使用できます。SANデバイスの仮想化によって、ハードウェアの交換に要する時間
を大幅に削減できます。たとえば、ストレージアレイが SDVを使用せずに交換された場合、
SANゾーン分割の変更およびホストオペレーティングシステム設定の更新のためにサーバー
のダウンタイムが必要になります。SDVを使用すると、ハードウェアの交換後には仮想デバイ
スと物理デバイス間のマッピングを変更するだけで済み、広範囲の設定変更から SANとエン
ドデバイスを分離することができます。

SDVは、Cisco MDS NX-OS Release 4.x以降ではサポートされていません。Note

ゾーン分割
ゾーン分割は、SAN内のデバイスのアクセスコントロールを提供します。Cisco NX-OSソフ
トウェアは、次の種類のゾーン分割をサポートしています。
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• Nポートゾーン分割：エンドデバイス（ホストおよびストレージ）ポートに基づいてゾー
ンメンバーを定義します。

• WWN
•ファイバチャネル ID（FC-ID）

• Fxポートゾーン分割：スイッチポートに基づいてゾーンメンバーを定義します。

• WWN
• WWNおよびインターフェイスインデックス、またはドメイン IDおよびインターフェ
イスインデックス

•ドメイン IDおよびポート番号（Brocadeの相互運用性用）。
• iSCSIゾーン分割：ホストゾーンに基づいてゾーンメンバーを定義します。

• iSCSI名
• IPアドレス

• LUNゾーン分割：Nポートゾーン分割と組み合わせて使用すると、LUNゾーン分割は、
特定のホストだけが LUNにアクセスできるようにし、異種ストレージサブシステムアク
セスを管理するための単一制御点を提供します。

•読み取り専用ゾーン：属性を設定して、任意のゾーンタイプでの I/O操作を SCSI読み取
り専用コマンドに制限できます。この機能は、バックアップ、データウェアハウジング用

などのサーバー間でボリュームを共有する場合に特に役立ちます。

LUNゾーン分割および読み取り専用ゾーンは、Cisco MDS NX-OS Release 5.x以降ではサ
ポートされていません。

Note

•ブロードキャストゾーン：任意のゾーンタイプ用の属性を設定して、ブロードキャスト
フレームを特定のゾーンのメンバーに制限できます。

厳密なネットワークセキュリティを実現するため、入力スイッチで適用されるアクセスコン

トロールリスト（ACL）を使用して、ゾーン分割はフレームごとに常に適用されます。すべて
のゾーン分割ポリシーはハードウェアで適用され、パフォーマンスの低下を引き起こすことは

ありません。拡張ゾーン分割セッション管理機能では、一度に1人のユーザーだけがゾーンを
変更できるようにすることで、セキュリティがさらに高まります。

分散デバイスエイリアスサービス
Cisco MDS 9000ファミリのすべてのスイッチは、VSAN単位およびファブリック全体での
Distributed Device Alias Service（デバイスエイリアス）をサポートしています。デバイスエイ
リアス配信により、エイリアス名を手動で再度入力することなく、VSAN間で HBA（ホスト
バスアダプタ）を移動できます。
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ファイバチャネルルーティングサービスおよびプロト

コル
Fabric Shortest Path First（FSPF）は、ファイバチャネルファブリックで使用される標準パス選
択プロトコルです。FSPF機能は、どのファイバチャネルスイッチでも、デフォルトでイネー
ブルになっています。特に考慮が必要な設定を除いて、FSPFサービスを設定する必要はあり
ません。FSPFはファブリック内の任意の2つのスイッチ間の最適パスを自動的に計算します。
特に、FSPFは次の機能を実行するために使用されます。

•任意の2つのスイッチ間の最短かつ最速のパスを確立して、ファブリック内のルートを動
的に計算します。

•指定されたパスに障害が発生した場合に、代替パスを選択します。FSPFは複数のパスを
サポートし、障害リンクを迂回する代替パスを自動的に計算します。2つの同等パスを使
用できる場合は、推奨ルートを設定します。

マルチプロトコルサポート
ファイバチャネルプロトコル（FCP）のサポートに加え、CiscoNX-OSソフトウェアでは、単
一プラットフォーム内で IBM Fibre Connection（FICON）、Small Computer System Interface over
IP（iSCSI）、およびFibreChannel over IP（FCIP）をサポートしています。CiscoMDS9000ファ
ミリスイッチでの Native iSCSIのサポートは、顧客が広範囲に及ぶサーバーのストレージを
SAN内の共通プールに統合するのに役立ちます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


